
市議会だより市議会だより
きたかみきたかみ

第１３2号
令和６年１月 26 日

◆ 保育環境の改善を求める意見書

　　　　　　　　　　 　賛成多数で可決　-----ｐ.２

◆ 一般質問　～市政のここが聞きたい～　-----ｐ.４

◆ 市長へ政策提言を行いました　-------------ｐ.10

園児発表会でおばけに変身！みんなを驚かせることができたよ。

第第2 9 02 9 0回11月通常会議回11月通常会議

 市民課窓口業務委託に反対の修正案提出されるも原案可決!!　ｐ.２ 市民課窓口業務委託に反対の修正案提出されるも原案可決!!　ｐ.２

「マチイロ」や「ホームページ」で
議会だよりを掲載しています

「
マ
チ
イ
ロ
」

　議会だより【デジタル版】

を無料アプリ「マチイロ」や

「ホームページ」で掲載してい

ます。

　【デジタル版】なら自宅に届

くよりも３週間ほど早くご覧

いただくことができます。

「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」

（写真提供：ふたば認定こども園横川目こども園）

　きたかみ市議会だより第131号（令和５年11月17日発行）において、

次の記載に誤りがありました。おわびして訂正します。

・�７ページ「北上市公の使用料等減免条例の一部を改正する条例」記

事中、公益財団法人北上市スポーツ協会の名称

・�12ページ「市政調査会研修報告」記事中、原作者矢口高雄氏の氏名

おわびと訂正
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ユーチューブ
「１１月通常会議」

第２９０回

11 月
通常会議

市
民
課
窓
口
業
務
委
託
に

反

対

の

修

正

案

提

出

さ

れ

る

も

　

原

案

可

決

!!

令
和
５
年
度
北
上
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
６
号
）

　

債
務
負
担
行
為
補
正
・
市
民
課

窓
口
業
務
委
託
（
１
９
０
７
万
４

千
円
）
を
含
む
一
般
会
計
補
正
予

算
が
提
案
さ
れ
、
議
員
か
ら
修
正

案
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

平
野
明
紀
議
員
他
３
人
に
よ
る

「
市
民
課
窓
口
業
務
委
託
補
正
予

算
を
削
除
す
る
修
正
案
」
の
提
案

理
由

　

委
託
業
務
の
範
囲
は
、
住
民
票

な
ど
の
各
種
証
明
書
の
受
付
・
作

成
・
交
付
な
ど
と
さ
れ
て
い
る
。

市
役
所
の
窓
口
は
、
職
員
が
市
民

と
接
す
る
貴
重
な
場
で
あ
り
、
民

間
企
業
に
委
ね
る
べ
き
で
は
な
い
。

【
修
正
案
に
対
す
る
賛
成
討
論
】

　
　
　
　
　
　

三
宅
　
靖
　
議
員

　

窓
口
業
務
の
民
間
委
託
は
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
や
、
職
員
の

ス
キ
ル
低
下
の
懸
念
が
あ
る
。
ま

た
、
職
員
数
を
削
減
し
な
い
の
で
、

費
用
対
効
果
が
不
明
で
、
市
の
経

費
負
担
増
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ

る
。
当
市
で
は
自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
進

め
て
い
る
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
手

続
き
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
と
普

及
、
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
普

及
を
図
り
、
各
種
証
明
書
交
付
機

の
導
入
研
究
を
進
め
る
べ
き
。

【
修
正
案
に
対
す
る
反
対
討
論
】

　
　
　
　
　
　

菊
池

　
勝

　
議
員

　

繁
忙
期
な
ど
に
従
事
者
を
増
員

さ
せ
る
な
ど
の
対
応
や
、
民
間
の

ノ
ウ
ハ
ウ
が
活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、

業
務
内
容
の
工
夫
や
改
善
が
期
待

さ
れ
、
迅
速
な
窓
口
対
応
が
可
能
。

ま
た
、
職
員
数
を
減
ら
さ
ず
、
業

務
の
効
率
化
を
図
り
、
職
員
の
活

力
や
生
産
性
の
向
上
に
も
つ
な
が

る
取
り
組
み
は
、
市
民
の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
や
利
便
性
の
向
上

に
つ
な
が
る
た
め
、
市
民
課
窓
口

の
外
部
委
託
を
行
う
べ
き
。

　

採
決
の
結
果
、
修
正
案
を
否
決

し
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

保
育
所
等
の
職
員
配
置
基
準
改
善

等
を
求
め
る
意
見
書

　

保
育
所
等
の
職
員
配
置
基
準
の

改
善
、
保
育
士
等
の
職
員
の
処
遇

改
善
等
を
求
め
る
た
め
、
国
及
び

政
府
関
係
機
関
に
対
し
意
見
書
を

提
出
す
る
も
の
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

和
賀
町
に
新
体
育
館
建
設
を
求
め

る
陳
情
書

　

旧
和
賀
体
育
館
が
、
老
朽
化
に

よ
り
今
後
解
体
が
予
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
や
、
和
賀
地
区
の
ほ
か
の

体
育
施
設
に
お
い
て
も
、
老
朽

保
育
環
境
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書 

　
　

賛
成
多
数
で
可
決

化
・
施
設
の
狭
小
・
予
約
状
況
な

ど
に
よ
り
、
地
区
民
が
運
動
す
る

場
所
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
和
賀
町
に
新
し
い
体
育
館

の
建
設
を
求
め
る
も
の
。

　

陳
情
内
容
の
情
報
収
集
や
現
地

調
査
を
行
う
た
め
、
陳
情
書
が
提

出
さ
れ
た
８
月
通
常
会
議
以
降
も

審
査
を
継
続
し
て
い
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
審
査
し
た
総
務

常
任
委
員
会
か
ら
、
「
旧
和
賀
体

育
館
が
解
体
予
定
で
あ
り
、
旧
藤

根
小
学
校
講
堂
も
来
年
度
に
は
市

に
返
還
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
体

育
施
設
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
新
た
な
体
育
館
の
建
設

が
必
要
と
い
う
願
意
は
理
解
で
き

る
が
、
す
ぐ
に
は
実
現
が
難
し

く
、
地
域
で
も
う
少
し
議
論
を
深

め
て
ほ
し
い
こ
と
か
ら
趣
旨
採
択

（
＊
）
と
す
べ
き
」
と
の
委
員
長

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
趣

旨
採
択
と
し
ま
し
た
。

陳情
意見書
請願

私
学
教
育
を
充
実
・
発
展
さ
せ
る

た
め
の
請
願

　

市
内
私
立
高
校
の
学
校
運
営
経

費
に
対
す
る
運
営
費
補
助
の
増
額
、

私
立
高
校
に
在
籍
し
て
い
る
家
庭

へ
の
就
学
援
助
や
国·

県
に
私
学

助
成
金
の
さ
ら
な
る
充
実
を
求
め

る
も
の
。

【
請
願
採
択
に
反
対
討
論
】

　
　
　
　
　
熊
谷

　
浩
紀

　
議
員

　

市
で
は
専
修
大
学
北
上
高
等
学

校
の
校
舎
建
築
整
備
補
助
金
と
し

て
、
総
額
約
５
億
８
千
万
円
を
交

付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
私
立

高
校
の
運
営
費
補
助
は
、
国•

県

に
お
い
て
の
対
応
が
適
切
と
捉
え

る
こ
と
な
ど
か
ら
反
対
で
あ
る
。

【
請
願
採
択
に
賛
成
討
論
】

　
　
　
　
鈴
木
　
健
二
郎
　
議
員

　

本
請
願
は
、
一
部
の
学
校
へ
の

補
助
増
額
を
求
め
る
も
の
で
は
な

く
、
私
学
に
通
う
全
体
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
ゆ
き
届
い
た
教

育
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
賛
成
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不

採
択
と
し
ま
し
た
。

＊�

趣
旨
採
択
…
陳
情
の
内
容
に
は
賛
成
で
き
な
い
が
、
考
え
方
に
賛
成
で
あ
る
場
合
に
、
陳
情

者
の
願
意
を
尊
重
し
て
、
陳
情
の
趣
旨
の
み
を
採
択
す
る
こ
と
。
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し
尿
処
理
手
数
料
を

し
尿
処
理
手
数
料
を

段
階
的
に
引
き
上
げ

段
階
的
に
引
き
上
げ

条例

北
上
市
廃
棄
物
処
理
等
手
数

料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

し
尿
処
理
手
数
料
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か

ら
10
リ
ッ
ト
ル
当
た
り
66
円

を
77
円
に
、
令
和
７
年
４
月

１
日
か
ら
は
88
円
に
値
上
げ

す
る
も
の
。

【
反
対
討
論
】

　
　
髙
橋

　
久
美
子

　
議
員

　

物
価
高
騰
の
今
、
手
数
料

の
引
き
上
げ
は
、
利
用
者
の

健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
を
阻
害
す
る
こ
と
に

な
る
。
業
者
支
援
が
目
的
で

あ
れ
ば
、
物
価
高
騰
対
策
の

交
付
金
を
使
い
、
市
独
自
で

支
援
す
べ
き
で
あ
る
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

北
上
市
奨
学
金
貸
与
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
①

　

多
様
な
教
育
機
関
で
学
ぶ

第 290 回 11 月
通常会議
議決結果

賛否の
分かれたもの
賛成〇 反対●

賛否 北政会 新清会 北新ネット
北上まほろば

クラブ
日本共産党
北上市議団 無会派

賛
　
　
成

反
　
　
対

藤
田　

民
生

太
田　

洋
市

高
橋　

晃
大

佐
藤　

惠
子

高
橋　

孝
二

居
駒　
　

勉

藤
原　

常
雄

菊
池　
　

勝

昆
野　

将
之

藤
本　

金
樹

小
田
島
德
幸

阿
部
眞
希
男

小
原　

敏
道

佐
々
木　

護

平
野　

明
紀

三
宅　
　

靖

梅
木　
　

忍

髙
橋
久
美
子

安
德
壽
美
子

鈴
木
健
二
郎

司
東　

道
雄

熊
谷　

浩
紀

小
原　

享
子

武
田　
　

勝

星　
　

敦
子
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議案第 84 号 24 １ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第 63 号修正案 11 14 ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○

議案第 63 号原案 15 10 ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ●

発議案第４号 19 ６ ○ ○ ● ● ○ ● ● ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願第３号 10 15 ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○

陳情第１号 19 ６ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ●

議案番号 案件名

認定第 57 号 北上市廃棄物処理等手数料条例の一部を改正する条例 (→詳細は上記参照 )

議案第 84 号 本通り駐車場の指定管理者の指定について

議案第 63 号修正案 令和５年度北上市一般会計補正予算（第６号）修正案

(→詳細はＰ２参照 )

議案第 63 号原案 令和５年度北上市一般会計補正予算（第６号）

発議案第４号 保育所等の職員配置基準改善等を求める意見書

請願第３号 私学教育を充実・発展させるための請願

陳情第１号 和賀町に新体育館建設を求める陳情書　※趣旨採択することについての採決

　

補
正
予
算
ほ
か
２
件
が
審

議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

北
上
工
業
団
地
拡
張
用
地
造

成
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

（
６
億
１
１
６
５
万
５
千
円
）

　

北
上
工
業
団
地
拡
張
用
地

造
成
工
事
と
し
て
、
工
事
請

負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

Ｑ
　�

工
事
区
画
は
１
区
画
だ

が
、
分
譲
見
込
み
が

あ
っ
て
の
区
画
か
。

Ａ　

�

一
つ
の
区
画
と
し
て
一

体
的
な
整
備
を
進
め
た

上
で
、
企
業
の
要
望
に

応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し

て
い
く
。

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を
求

め
る
意
見
書

　

免
税
軽
油
制
度
の
継
続
を

求
め
る
た
め
、
政
府
関
係
機

関
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出

す
る
も
の
。

第２８９回

11 月
臨時会議

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

「１１
月
臨
時
会
議
」

人
の
就
学
機
会
を
確
保
す
る

た
め
、
奨
学
金
貸
与
の
対
象

と
な
る
進
学
先
に
、
短
期
大

学
ま
た
は
大
学
に
相
当
す
る

教
育
機
関
お
よ
び
国
外
の
大

学
を
加
え
る
も
の
。

北
上
市
一
般
職
の
職
員
の
給

与
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
②

　

一
般
職
の
職
員
や
会
計
年

度
任
用
職
員
な
ど
の
給
与
を

増
額
改
定
す
る
ほ
か
、
会
計

年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当

を
年
間
０•

05
月
分
引
き
上

げ
る
な
ど
改
正
を
行
う
も
の
。

　

条
例
の
審
査
を
行
っ
た
総

務
常
任
委
員
長
か
ら
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
３
９
７
人

の
う
ち
、
任
用
期
間
が
６
カ

月
未
満
や
週
の
勤
務
時
間
15

時
間
30
分
未
満
の
職
員
98
人

が
、
期
末
手
当
引
き
上
げ
の

対
象
外
と
な
る
点
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

北
上
市
消
防
団
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
③

　

災
害
発
生
時
に
出
動
す
る

消
防
団
員
を
確
保
す
る
た
め
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
な
ど
で
構
成
す

る
機
能
別
団
員
お
よ
び
広
報

活
動
な
ど
特
定
の
役
割
を
担

い
、
主
に
女
性
消
防
団
員
の

入
団
を
想
定
す
る
機
能
別
分

団
制
度
を
導
入
す
る
も
の
。

北
上
市
駐
車
場
基
金
条
例
④

　

市
営
本
通
り
駐
車
場
の
整

備
、
大
規
模
修
繕
に
必
要
な

財
源
確
保
の
た
め
、
基
金
を

設
置
す
る
も
の
。

Ｑ
　�
今
後
予
想
さ
れ
る
大
規

模
修
繕
の
た
め
に
積
み

立
て
る
も
の
か
。

Ａ　

�

毎
年
の
修
繕
は
駐
車
場

事
業
特
別
会
計
の
中
で

対
応
し
、
建
築
後
40
年

を
念
頭
に
大
規
模
長
寿

命
化
工
事
な
ど
に
対
し

基
金
を
活
用
す
る
。

　

上
記
①
～
④
の
他
、
10
件

の
条
例
が
提
案
さ
れ
、
い
ず

れ
も
全
会
一
致
で
原
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

意
見
書


